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別紙 

 

俉楼教育長   ：それでは、少し早いのですけれども、本日の会議につきまして傍聴者はいな

いことから、令和７年第２回定例七飯町教育委員会議を開催いたします。 

         財津委員におかれましては、今、札幌のほうから戻ってきているということ

で、３０分ぐらい遅参との報告がございましたので、ご報告申し上げます。 

         それでは、議案の会議録署名委員になりますが、今回は、信夫委員にお願い

したいと思います。よろしくお願いします。 

         続きまして、次第の３教育長の報告に入る前に、議論していただきたいと思

いますけれども、本日、日程第３、報告の第２号、日程第４の議案の第４号

及び第５号、これについては七飯町教育委員会議規則第２０条のただし書に

定められております非公開案件というのがございまして、その非公開案件と

して取り扱いをしたいということで考えておりますが、ご異議ございますで

しょうか。 

      全員：（異議なし） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。それでは、異議なしと認めて、報告第２号議案第４

号から第５号につきましては、非公開とさせていただきます。 

         それでは、次第の３教育長の報告、報告第１号教育行政動向報告（１月１４

から２月５日分）までの報告を申し上げます。 

        まず、１月１４日には、令和７年第１回定例教育委員会議を文化センターで

開催し、教育行政動向報告並びに附議事件として、令和６年度教育費補正予

算の専決処理のほか１件について原案のとおり承認をいただいております。 

        次に、１月１６日から１７日まで七飯町各老人大学の新年の集いを開催し、

両日とも私が参加をして、新年のお祝いを申し述べております。それぞれの

日程については記載のとおりでございます。 

        次に、１月１６日、令和６年１１月から１２月にかけて開催されました七飯

中学校と北海道七飯養護学校とのモデル事業の令和６年度成果発表会が七飯

養護学校体育館で開催をされております。ご参加いただきました教育委員の

方、どうもありがとうございます。当日、会場参加及びリモート参加により

多くの方が出席いたしまして、グループ協議では忌憚のない意見交換が行わ

れております。 

        次に、１月１７日から２３日にかけまして、秋の公民館講座作品展を文化セ

ンターで開催をし、６講座６５作品を展示して各講座のＰＲを行っておりま

す。 

        次に、１月２２日には、１月の定例校長会議を文化センターで開催をし、３

事項について情報提供を行っております。 

        裏面になります。 

        １月２４日には、議員全員協議会が開催をされ、学校給食費の無償化につい

て情報提供を行っております。 

同日、１月の定例教頭・主幹教諭会議を文化センターで開催し、定例校長会

議と同様の事項について情報提供を行っております。 

１月２５日には、これからの七飯町図書室に関するワークショップとして、

文化センターに移転する七飯町図書室に必要な機能や、これからの図書振興

について、利用者とともに考えるワークショップを文化センタースターホー

ルで開催をしております。当日は３７名の参加者があり、北のまちの図書館

を創る会代表鈴木浩一先生の基調講演を受け、５グループに分けてワークシ

ョップ行い、各グループから様々な提案をいただいております。 

続いて、１月３０日、令和７年度当初教職員人事異動に係る人事協議が行わ



れ、町立学校教職員の異動対象者について、教育長へ意見等の聞き取りが行

われております。 

続いて、１月３１日には、令和７年七飯町議会第１回臨時会が開催され、教

育委員会関係では、主な議案として、学校給食物価高騰支援事業費について

補正予算が提案され、可決をされております。後ほど、議案で説明を申し上

げます。 

最後になりますが、同日、渡島管内市町教育委員会教育長会議がＺＯＯＭに

よって開催され、令和７年度渡島管内教育推進の重点（案）などについての

情報提供がありました。会議には、私が出席をしてございます。 

以上、令和７年１月１４日から本日までの教育行政動向報告といたします。 

ご質問、ご意見等がございましたら伺いたいと思います。いかかでしょう。 

加屋本委員   ：２点お願いします。１月２５日の七飯町図書室に関するワークショップとい

う、その中身というか、それと、これと図書館建設とか、そういうのは関係

あることだったのかどうか、これも含めて教えていただきたいと思います。 

生涯教育課長  ：それでは、私のほうからお答えいたします。これは、以前、教育委員会議で

もご説明させていただきました本町図書室を文化センター１階や２階の共有

スペースに移動してくるということで、その移転後の図書室の機能に向け

て、会場では、３７名いらっしゃったのですけれども、実際、グループワー

ク自体は３０名ぐらいの方、傍聴だけしたいという方もいらっしゃったので

３０名ぐらいの方で、６から５グループに分かれて。 

最初に、北のまちの図書館を創る会の鈴木先生、以前にも講演いただいてい

たのですけれども、元小樽の市立図書館の館長だとか、道立図書館の資料室

長だとかをやられていた方で、今、函館にお住まいの方なので、こちらの方

に各市町村の図書室の動きだとかを説明していただいた後に、皆さんで意見、

その図書館の建設とは全く関係なく、あくまで、図書室をこちらにもってき

て、どうやったら充実した図書室になるかということを大きく写した図面だ

とかを見ながら、自由に意見を出し合っていただいて、ワークショップです

ので、最後はグループごとに、こちらのグループではこういう意見が出まし

たというのを説明、発表していただいたという形でございます。 

加屋本委員   ：ありがとうございました。 

教育総務課長  ：図書館の建設の関係については、今、町議会のほうで特別委員会が設置され

まして、大中山中学校の改修とか、それから、体育館・図書館・プールの関

係、全てひっくるめて特別委員会のほうで、議会のほうで、今いろいろ議論

をされているところでございまして、来週１０日に、またその内容の審議が

されるという形になっています。 

         以上です。 

俉楼教育長   ：最初、体育館と図書館をつくりたいという動きはございましたけれども、町

のほうの順番決めの中では、先に体育館をやらせていただきたいということ

で図書館については、その後になろうかなと思ってはおりました。今の地域

センターの状況、耐震性だとか図書室を使う方たちにとって、２階にあるこ

とがなかなか不便なところも、エレベーター等がないということで不便をお

かけしているというところもあることから、地域センターから動いていただ

くことが第一であるということから、図書室の移転というようなことになっ

ているということと思います。 

また、今、教育総務課長のほうからお話しがありましたけれども、議会のほ

うでも、いろいろ議論がありますので、そのような状況で少し変わってくる

かもしれませんけれども、町・教育委員会としては、なかなか本当は一緒に

建てられればいいのでしょうけれども、なかなかそうもいかない事情もあり



ますので、そこは、議会とその辺はお話をして進めていければいいかなとい

うことで思っております。今のところは、そのような状況でございます。 

加屋本委員   ：今の説明で分かりましたけれども、議案をどこで出していいのかとか、その

他の件で、今非常に、びっくりするほど、２月の広報で、いわゆる体育館・

図書室含めた特別委員会設置だとか、あるいは、反対する請願だとかいっぱ

い出ているので、それについて１点だけ聞きたいことがあったので、それに

ついてはその他の点でお願いできればと思います。 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

そのほかありますでしょうか。よろしいですか。 

全員：（異議なし） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

         それでは、報告第１号教育行政動向報告については、報告済みとさせていた

だきます。 

         続きまして、報告第２号校長採用候補者、教頭昇任候補者及び主幹教諭昇任

候補者の登録結果について、事務局より説明をお願いします。 

 

【人事案件により非公開】 

 

俉楼教育長   ：それでは、４番附議事件、議案第３号令和６年度教育費補正予算に係る専決

処理について、事務局よりご説明願います。 

学校教育課長  ：それでは、議案第３号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理についてご

説明申し上げます。 

         令和６年度教育費補正予算を別紙のとおり、町長に提出することについて教

育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則第２条第２

項の規定に基づき専決処理いたしましたので、同条第３項の規定によりこれ

を報告し、承認を求めるものでございます。 

         それでは、学校教育課所管分についてご説明いたします。４ページをお開き

願います。 

         １０款教育費１項２目事務局費は、事務局費（教育支援）として、人事院勧

告に基づく国家公務員の給与改定に準拠し、町の会計年度任用職員も給与改

定が行われるため、報酬は会計年度任用職員報酬として１１３万７,０００円

を増額、事業合計で１１３万７,０００円を増額いたします。 

         学校教育課所管分は以上です。 

学校給食センター長 ：それでは、学校給食センター分をご説明いたします。 

         １０款教育費５項２目学校給食費は、学校給食センター運営費として多子世

帯児童生徒給食扶助費が２６９万４,０００円の減額。これは、従前、第２子

半額、第３子以降無償化として行っていた施策が、このたびの２月分、３月

分の給食費無償化により全額無償化になるため、対象の２か月分を減額する

ものです。 

         続きまして、今、申し上げました２月分、３月分の給食費無償化に係る物価

高騰対策学校給食費無償化補助金として１,４０４万８,０００円を追加する

ものでございます。 

         学校給食センターに係る説明は以上となります。 

         続きまして、学校給食費の無償化についてご説明いたします。本日、前もっ

てお配りされていると思います議案等をご覧ください。こちらのほうは、１

月２４日に開催されました議員全員協議会において説明した資料となります。 

それでは、１の趣旨でございます。町では、令和７年４月より給食費の値上



げをいたしますが、保護者負担の軽減を図り、子育て支援を推進するため、

国の重点支援地方交付金を活用して、令和７年２月分、３月分及び令和７年

度分の給食費については、保護者から徴収せず、無償化することといたしま

す。 

２の内容ですが、令和７年２月分及び３月分、令和７年度分の１４か月分を

完全無償化いたします。 

３の給食費分の算定額ですが、令和６年度分として小中学校合わせて１,４０

４万７,３１０円、令和７年度分として小中学校合わせて９,８９７万４,２９

０円、合計としましては、１億１,３０２万１,６００円でございます。 

この下の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金ですが、それぞれ、令和

６年度分として、これは財源となるものですが１,２５８万円、令和７年度分

は８,８８７万７,０００円、合計で１億１４５万７,０００円となっておりま

す。こちらの令和６年度分ですが、先ほどご説明したとおり１月３１日の臨

時会において補正予算を計上しております。令和７年度分につきましては、

当初予算にて計上する予定となっております。 

続きまして、４の無償化の対象者ですが、教職員をのぞく児童・生徒となり

ます。また、準要保護該当者につきましては、従前から保護者負担はござい

ませんので、従前どおりの取扱いとなります。 

５の今後の予定ですが、こちらはもう、先ほどご説明したとおり１月２４日

の資料でございますので、一番目の令和７年第１回臨時会で補正予算を提案

すると書いていますが、こちらのほうは１月３１日に提案いたしまして、可

決されております。 

二番目の２月開催の七飯町学校給食センター運営委員会で、こちらのほうは

報告いたします。 

三番目、２月中に学校を通じ、保護者へ周知及びＨＰへ掲載というふうになっ

ていますが、今週中に掲載、そして、学校のほうには案内するような形で、

今、進めております。 

そして、広報ななえの３月号で、こちらのほうを掲載し、周知する形となり

ます。 

以上、七飯町学校給食費無償化についての説明を終わります。 

俉楼教育長   ：ただいま議案第３号令和６年度教育費補正予算に係る専決処理について提案

説明をさせていただきました。ご意見、ご質問があれば伺います。いかがで

しょうか。よろしいでしょうか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：それでは、議案のとおり承認賜ったものとさせていただきます。ありがとう

ございました。 

         続きまして、非公開案件に入りますが、議案第４号学校職員の事故に係る処

分内申の提出について提案説明をお願いいたします。 

 

【非公開案件につき議事録削除】 

 

俉楼教育長   ：それでは、引き続き、議案第５号学校職員の事故に係る処分内申の提出につ

いてを併せてご説明願います。 

 

【非公開案件につき議事録削除】 

 

俉楼教育長   ：それでは、提案のとおりご承認賜ったものとさせていただきます。ありがと



うございます。 

         それでは、続いて、議案第６号令和７年度七飯町教育行政方針の策定につい

て、事務局より提案をいたします。 

教育総務課長  ：議案に入る前に、１枚ものの『「こども」表記の推奨について』という両面

の紙が１枚お手元にあるかと思います、一番最後のほうに１枚ものでありま

す。 

加屋本委員   ：あります。 

教育総務課長  ：こちらのほう、事務連絡で令和４年９月１５日ということで、お示ししまし

たけれども、私ども、ちょっと情報収集が遅くて、実は午前中、先ほどこの

表記の推奨ということが分かりまして、教育行政方針で「子ども」という表

記がかなりありまして、そこについては、平仮名の「こども」を基本として

いきたいと。今、印刷してお手元にあるものは間に合っておりませんので、

そこは、次の総合教育会議までに直して、町長に答申していきたいというよ

うな形で考えています。 

ちなみに、直らないところは、１０ページの（２）の下から２段、「子ども会

活動」、これは「子ども会」という固有名詞ですから、ここは漢字のまま。そ

れ以外の、すぐ上の「また、こども」とかというところは、全部平仮名でこ

れから直していきたいというふうに考えております。そういうような形で、

平仮名だと思って見ていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

俉楼教育長   ：今の、国の事務連絡が令和４年９月にあったということと、今までずっと、

教育委員会の文書、教育行政方針もそうなのですけれども、「供」のほうは

やめて平仮名にするということで、このところの漢字で、「供」は平仮名と

いうことで運用してきたのですけれども、この国の事務連絡があること、ま

た、七飯町の施政方針も一緒に、今、策定を進めているところでありますけ

れども、施政方針も「こども」ということで、平仮名で施政方針を作成する

ということで、その施政方針と教育行政方針を合わせていくということから、

「こども」を今回、平仮名を活用したいということで考えておりますけれど

も、こちらについて、どうでしょうか。 

加屋本委員   ：私も「子ども」の「ども」が平仮名になったときのいきさつも詳しく分から

ないし、これが「こども」になったとき、やはり専門家がかなり検討して、

そうなったのですよね。何かのときに、字を書くときに長くなる不便さがあ

るぐらいで、良いのではないかなと。 

俉楼教育長   ：「供」が、平仮名になったというのは、お供ではないですよという感じがあ

るということですよね。 

         ほかに平仮名ですと「こども」表記の判断基準にありますけれども、基本理

念として、全てのこどもたちについて、その健やかな成長を図る権利が等し

く保障されること等が定められており、その期間を一定の年齢で画すること

のないよう「こども」表記をしているということなので、これを判断基準と

して、「こども」平仮名表記を活用していくということが、国の考え方であ

るということでございます。 

         よろしいでしょうか。 

信夫委員    ：例えば、食育の推進だったりで、「児童生徒」とよく使うのですけれども、

それは全部「こども」に変換にはならないわけですよね。 

俉楼教育長   ：そこは、使い分けですね。 

信夫委員    ：使い分けなのですね、全部のこどもというわけではなくて。 

俉楼教育長   ：はい。 

信夫委員    ：分かりました。 



俉楼教育長   ：そういうことで、今回、教育行政方針は「こども」平仮名にさせていただく

ということと、今後、教育委員会から発文される「こども」についても、平

仮名表記にしていくということで、入れさせていただきます。ありがとうご

ざいます。 

教育総務課長  ：それでは、議案第６号令和７年度七飯町教育行政方針の策定について提案説

明を申し上げます。議案関係資料３をご覧ください。教育行政方針（案）を         

この資料よりご説明いたします。 

         七飯町教育行政方針は、令和３年から７年度までを計画期間とする第三次七

飯町教育振興基本計画を基に、具体的な考え方の概要を示したものでござい

ます。教育に係る根幹的な事項は継続して、令和６年度の方針を踏襲しまし

て、既に実施された事業や廃止した事業については削除、新しい事業は追加

し、併せて文言の整理を行っております。 

今回、委員の皆様には時間のない中で、多くの意見をいただきました。あり

がとうございました。頂戴いたしました意見については、事務局で検討しま

して、方針としての表し方、前後の文章、公用文としての文書の活用等の中

で見直しをいたしました。全てのご意見を入れ込めなかったところもありま

すが、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。なお、提案は方

針（案）を読み上げて、説明に替えさせていただきます。 

それでは、１ページからいきます。 

Ⅰ はじめに 

令和７年第１回七飯町議会定例会の開会に当たり、本年度の七飯町教育行政

方針の概要について申し上げます。 

本年度も、教育大綱として策定した教育振興基本計画（令和３年度～７年度）

に基づき、誰一人取り残さない持続可能な教育行政を推進してまいります。 

学校教育にあっては、全てのこどもたちに夢をもつことの大切さを育み、さ

らにその夢を実現できる力を身に付けさせる教育を目指してまいります。 

生涯教育にあっては「夢があるからこそ人は努力する、夢をもつことが今を

楽しく生きるための第一歩である」を基本に、年齢に関わらず夢と希望を抱

き続けられる教育を推進してまいります。 

教育環境の整備は、利用する児童生徒や町民にとって夢の実現や危機管理の

観点からも必要不可欠です。一方、大変厳しい財政状況の中で実施すること

になるため、事務事業、施設管理の見直しは必須の課題であることから、利

用者への影響に配慮しながら進めてまいります。 

また、町立学校卒業生の入学者数拡大と定員確保を図るため、引き続き、七

飯高等学校の魅力化アップに取り組んでまいります。 

Ⅱ 教育基本方針 

教育は、豊かな人間性と創造性を備え、社会の発展に貢献する人間を育成す

るという「人づくり」の使命を担うものであります。 

そのため、引き続き、持続可能な教育行政を行いながら、学校教育にあって

は、児童生徒を「リスペクト（敬意と尊重）」することを基本とした学びの

提供、社会教育にあっては、生涯学習の推進や生涯スポーツの振興、文化・

芸術の振興や文化財の保護等の施策を実施してまいります。 

Ⅲ 本年度の主要施策 

本年度において、七飯町教育委員会が教育振興基本計画に基づき取り組む主

な施策について申し上げます。 

なお、教育振興基本計画は本年度をもって計画期間が終了することから、本

年度において現計画の検証を行い、次期計画を策定してまいります。 



第１ 開かれた教育行政の推進 

町民の信頼に応える教育行政を推進するため、七飯町総合教育会議との連携

や教育委員会議の公開、情報発信、教育行政方針の点検・評価及び公表を行

い、地域に根差し開かれた教育委員会を目指します。 

第２ 幼児教育の充実 

幼児期の教育は、能力開発、身体育成、人格形成、情操と道徳心の涵養に極

めて大切であり、家庭から幼児教育施設そして小学校への円滑な接続、家庭

や地域、関係機関が一体となった幼児教育の推進に努めます。 

第３ 学校教育の充実 

児童生徒の基礎学力の向上と健全育成、社会の変化に対応した教育や道徳教

育の充実を図ります。 

また、児童生徒にとって安全な「通いたい学校」、保護者にとって安心な「通

わせたい学校」、教職員にとって「働きがいのある学校」を目指します。 

（１）学校経営の充実 

校長のリーダーシップのもと教育課題解決のため、全教職員の創意が発揮で

きる協働体制の確立を図り、学校経営の改善に努めます。その中核となる教

員の資質向上の取組については、オンラインシステム等を活用し、町内各校

や渡島教育局、渡島教育研究所、七飯町教育研究所と連携し進めます。 

一方で、働き方改革を進めながら、教職員にとって働きがいのある学校を目

指すには、保護者や地域の理解と協力が不可欠です。中学校区単位でのコミュ

ニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組を一層推進します。 

また、教員同士の連携を強化し、複数の視点で児童生徒の成長を見守り、併

せて、児童生徒や保護者の相談にも教員が柔軟に対応できるよう、中規模校

以上にあっては学年担任制、小規模校にあっては複数学級によるブロック担

任制の実施を進めます。 

（２）基礎・基本の確実な定着に向けた指導の充実 

基礎的・基本的な知識・技能の定着に向けて、児童生徒一人一人の理解の程

度や興味・関心に応じた指導の充実を図るとともに、学校や家庭での学習に

ＩＣＴ（情報通信技術）を効果的に活用し、児童生徒の主体的な学びにつな

げます。 

学習支援員を配置し、児童生徒一人一人の学習状況に応じたきめ細かな学習

指導を行うことで、全ての児童生徒に基礎・基本の確実な定着と活用する力

を育て、誰一人取り残さない教育を目指します。 

学力向上には、家庭での学習習慣の確立が不可欠なため、各学校において家

庭学習の定着に努めます。 

（３）道徳教育の充実 

実社会や実生活との関わりの中で、自己や人間としての生き方を考え、命を

大切にする心や規範意識を育成します。 

また、ボランティア活動や体験的な活動を推進し、自発的な福祉活動や地域

に根差した活動を通し、他者と共によりよく生きる豊かな人間性を育てます。 

（４）いじめ対策等の充実 

「いじめ」は絶対に許されないことです。学校に携わる全ての関係者が「い

じめはどのこどもにも、どの学校でも起こり得る」という意識を常に持ち続

け、いじめの未然防止、早期発見に努めます。 

万が一いじめが発生した時には、いじめを受けた児童生徒の対応に万全を期

すとともに、いじめを行った児童生徒には毅然とした指導を行い、いじめを

受けた児童生徒の立場に立った解決を図ります。 



また、児童生徒に対する虐待の早期発見、早期対応を図るため、校内での情

報共有及び関係機関との連携を一層深めます。 

（５）不登校への対策 

不登校対策等については、学校と連携し、教育支援センター「レインボー」

への通級や「児童生徒の夢の実現を目指すための連携協定」に基づいたオン

ライン授業の提供、校内教育支援センターの設置、スクールカウンセラーの

活用など、総合的で柔軟なサポート体制の充実を図ります。 

また、家庭環境等に課題がある場合は、町長部局と連携をとり対応します。 

校外生活においては「七飯町生徒指導推進連絡協議会」の活用や定期巡回等

を行い、児童生徒の安全安心確保に努めます。 

（６）学校体育と学校保健指導の充実 

七飯町の児童生徒の体力・運動能力は、全国と比較し低い傾向にあることか

ら、引き続き、生活習慣の改善と併せて、学校体育の充実、生涯スポーツの

基礎づくりを進め、健康な身体づくりを推進します。 

また、心の教育、性教育、食育、がん教育等の推進を図り、児童生徒の健康

意識の向上に努めます。 

（７）特別支援教育の充実 

特別支援教育支援員を各学校に配置し、児童生徒一人一人の多様な個性を最

大限伸ばすため、個々の実態や教育的ニーズに応じた適切で一貫した特別支

援教育の充実を図ります。 

また、幼稚園等や町立学校における校種間の円滑な連携・接続のため、教育

支援委員会で適正就学に向けた相談・指導の充実を図ります。 

さらに、七飯養護学校が令和６年度から３年間実施する「インクルーシブな

学校運営モデル事業」について、学校運営連携校として七飯中学校が指定さ

れていることから、その活動を支援します。 

（８）環境教育の充実 

七飯町は、ラムサール条約登録湿地のある大沼国定公園や赤松並木など豊か

な自然環境に恵まれていることから、それぞれの地域の特性等を踏まえた環

境教育の充実を図ります。 

（９）国際理解教育の充実 

国際社会の一員として信頼され活躍する人材を育成するため、異文化理解に

必要な交流活動等への積極的な参加を推進します。 

また、語学教育ではチームティーチングによる英語教育の充実を図ります。 

（10）防災・安全対策の充実 

教職員全体で安全な学校づくりに継続的に取り組みます。 

突発的に発生する事件・事故・自然災害等に対処するため「危機管理共通マ

ニュアル」を常に見直します。 

「児童生徒の夢の実現を目指すための連携協定」に基づき、災害等により学

校が長期休業を余儀なくされた場合を想定したオンライン授業の提供につい

て、模擬訓練を実施します。 

地域における見守り活動、不審者情報ネットワーク、コミュニティ・スクー

ル等を活用し、地域ぐるみでこどもたちの安全確保を図ります。 

（11）食育の推進 

児童生徒が食の大切さを学び、望ましい食習慣を身に付けることができるよ

う、食育を計画的に推進します。 

給食費については、原材料費の高騰により値上げを行いましたが、物価高騰

による保護者の負担を軽減するため、令和７年２月から実施している物価高



騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した給食費の完全無償化の取組を、

本年度も継続して実施します。 

また、今後の給食の安定的な供給のため、令和８年度から給食費を町が一括

管理する公会計への移行に向けた準備を進めます。 

（12）教育環境の整備・充実 

① 教育施設の整備 

教育施設の安全性・快適性の確保と長寿命化を図ります。 

本年度は、学校へのエアコン整備を進めるとともに、引き続き七飯中学校の

長寿命化改修工事を実施します。 

② 学校備品の整備・充実 

学習環境の整備充実を図るため、本年度も計画的に教材備品、情報機器の整

備を推進します。 

③ 奨学金の利用促進 

奨学金利用者の負担の軽減、若年層の七飯町への定住移住を促進するため「奨

学金等償還支援事業」の積極的な利用を推進します。 

④ 「地域とともにある学校」の推進 

「地域とともにある学校」を目指し、七重小学校で進めている学校図書室の

地域開放を推進するとともに、他の学校での取組について検討します。 

⑤ 通級指導教室の設置 

通常学級に在籍する、特別な指導が必要となる児童に対応するため、通級指

導教室の設置について検討を進めます。 

⑥ 学用品の購入に対する助成 

物価高騰下における子育て世帯を支援するため、小学校への新入学時に購入

が必要な教材等の学用品について、本年度も負担軽減を図ります。 

第４ 生涯学習の推進 

第４次七飯町社会教育中期計画（令和３年度～令和７年度）に基づき、引き

続き、町民一人一人が地域の自然や歴史・文化に親しみながら、生涯にわた

り学び続けることのできる生涯学習推進体制を確立するとともに、令和８年

度から５年間を計画期間とする次期計画を策定します。 

併せて、こどもたちの健やかな成長のために、家庭や地域が一体となって健

全育成に取り組むことができるよう、地域の教育力の向上に努めます。 

また、郷土の発展に欠かせないふるさと教育の充実、文化意識の向上と文化

財の保護・活用など、文化施策を積極的に推進します。 

（１）生涯学習の推進 

老朽化が目立つ社会教育施設については、生涯学習の推進と利用者の安全を

確保するうえからも計画的な改修と効率的な整備を図ります。 

また、本年度移動する図書室においては、図書活動の推進と環境整備に取り

組みます。 

老人大学については、高齢者が生きがいをもって参加したいと思える生涯学

習の場として、自治会と連携しニーズに合わせた講座や活動内容等を検討し

ます。 

（２）青少年の健全育成 

七飯町が力強く発展していくためには、青少年の健全育成が不可欠です。体

験・交流活動、社会活動等への参加を促し、ふるさとを愛し、明日の七飯町

を担う心豊かで心身ともにたくましい青少年を育成します。 

また、こどもの安全安心な居場所づくり、健全育成を推進するため、子ども

会活動やＰＴＡ活動の支援、こどもの社会性や人間性を育むための文化体験



など青少年育成事業を推進します。 

（３）家庭と地域の教育力の向上 

家庭教育は、こどもの基本的な生活能力、豊かな情操、他人に対する思いや

りや善悪の判断等を身に付けるうえで大変重要な役割を果たします。 

家庭、地域、学校の連携を強化し、子育て環境を充実させるとともに、コミュ

ニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組を一層推進し、こども

の健全育成と地域社会の連携強化を目指します。 

（４）ふるさと教育の推進 

こどもたちが七飯町に誇りを持ち、希望を抱いて暮らすことができるように

するために、引き続き、本年度も各学校の協力を得て「夢のあるまち 七飯

町」プロジェクトを開催します。 

（５）文化・芸術の振興 

芸術文化、生活文化、伝統文化など各分野の振興を図るため、各種文化芸術

団体等への支援を通じて創作活動を奨励します。 

また、文化芸術活動に対する助成制度等を活用し、幅広く町民を対象とした

芸術鑑賞の拡充や提供に努めます。 

（６）文化財の保護・管理の推進 

文化財は、風土や自然、そして、そこに住む人々の営みの中で育まれ、長い

歴史の中で守り伝えられてきた町民の貴重な財産であることから、保存整備

と積極的な活用を図ります。 

埋蔵文化財のほか民俗資料の展示施設として位置づけている七飯町歴史館に

おいて、多角的な視点からの企画展、講座等を開催し、地域の歴史や文化に

触れる機会を提供します。 

（７）生涯スポーツの振興 

いつでも、どこでも、だれもが気軽にスポーツに親しみ、楽しめるよう環境

整備に努めます。 

町民の皆様から様々なご意見をいただきましたスポーツセンターの整備につ

いては、整備内容、整備場所等を明確にし、検討を進めます。 

幅広い世代の町民がスポーツに親しむ機会の拡充を図るため、関係団体と連

携し、各種スポーツ体験会を開催します。 

こどもたちのスポーツ離れを防止し、体力向上を目指すため、初心者向けス

ポーツ教室や競技会等を開催し、運動の習慣化を図ります。 

プロチームや実業団のスポーツ合宿誘致を積極的に進めるとともに、チーム

や選手によるスポーツ教室の開催など、スポーツへの興味関心を高めます。 

Ⅳ むすび 

以上、本年度の教育行政方針について申し上げました。 

無限の可能性を秘めた七飯町のこどもたちは、ふるさとの明日を担うかけが

えのない存在です。 

七飯町教育委員会としては、厳しい財政状況にあっても知恵と工夫と創造で、

こどもたちが夢に向かって邁進し、健やかに成長できるよう、教育環境の充

実に努めてまいります。 

また、町民一人一人が夢と希望をもって健康でいきいきとした人生を送るこ

とができるよう、文化に親しみスポーツを楽しむための生涯学習の環境づく

りに取り組んでまいります。 

七飯町議会の皆様並びに町民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上

げ、本年度の教育行政方針といたします。 

以上です。 



俉楼教育長   ：ただいま議案第６号令和７年度七飯町教育行政方針策定について、教育行政

（案）を提案させていただきました。委員の皆様からご意見・ご質問等があ

れば伺いたいと思います。 

         加屋本委員。 

加屋本委員   ：この案については私たちも別日程で集まって、検討した上で、教育委員会の

ほうに資料提供して、多分、変更できるもの、できないものがあるので、私

たちは基本的には、それでいいのではないかなと思うのですけれども。 

ただ一つ、ちょっと教えてほしいのと、もう一つ、これはしつこいようだけ

れども、町長部局の言葉と違うのがあるものだから、それは提示したのだけ

れども、同じような形になっているので、ちょっとそれを教えてください。 

まず、一つは２ページ、２ページの教育振興基本計画、３、４、５、６、７、

今年で終わりですよね。本年度をもって終了するから、次期計画を策定する

と。これは、本当に教えていただけるだけで構いませんので、大体いつ頃か

ら策定の仕事に入っているのですかね。大体これまでの流れで、もし分かれ

ば。 

事務局     ：来年度の秋ぐらいから作業というか、準備は始めていって、実際にそれを形

にするのが、また来年度の教育委員会議、総合教育会議にかけまして、決定

していく流れになります。 

加屋本委員   ：来年度からか。これは今年度で終わりですよね。令和７年度、３、４、５、

６、７だから、７年度で終わりなら、７年度のうちに検討していかないのだ

ろうかということなのです。そして、８、９、１０、１１、１２年度５か年の

計画をつくるとなっている。そこら辺、後で検討してみてください。決定し

てくれればいいですよ。 

俉楼教育長   ：令和８年度からの計画なので、７年度中には作ってしまう。最終的には、町  

の大きな計画なので。 

教育総務課長  ：今、６年度です。 

俉楼教育長   ：来年の総合教育会議に最終的にかけます。それで、本当に５か年の大きな計

画になりますので、教育委員の皆さんにも来年の２月のときに、こういう形

でということではなくて、その前に、案を議論しながら、少し作りこむこと

になろうかと思います。そういうのもあるので、当然、この４月以降着手し

て、頃合いを見て案を、秋口になるのか、冬近くになるのか、そこら辺は少

し議論を、１回ではなく複数回議論をしながら進めていくことになろうかと。 

加屋本委員   ：これは聞いたのは、ちょっと老婆心ながら、こんなことは、これを専門家に

聞いても、笑われるかと思うけれども。先の話なので。これは計画をつくる

のでしょ、令和８、９、１０、１１、１２年度分をつくると、今は、多分この

５年間のうち、２、３年話題になっている一番急浮上の問題は、今日も新聞

の社説に載っていたけれども、デジタル教科書だと思うのですよ、私は。デ

ジタル教科書を使うか、今の紙を使うか。これを文科省はデジタル教科書と

はっきりと出したので、紙にするか、デジタル教科書にするかは、多分、各

地域に丸投げだと思うのですが。 

         これが実際に、２０３０年度のいわゆる、この次の５か年計画の最後の年に

当たるところの、文科省がいつも出す一番最初の指針、それは多分２０３０

年度ではっきりさせると思うのです。デジタル教科書を使うか、紙を使うか。

だから、一応、その辺を頭に入れておいて、令和７年度には、このデジタル

教科書を使ったときの欠点とか利点とか、あるいは、ただ、併用したときの

欠点とか利点とか、あるいは、市町村によってはもう完璧にデジタル教科書

にする地域が出てくるのではないかなと思っています。それの欠点、利点と



か含めて、その辺も頭に入れながら、次期の計画に当たったほうが、後で慌

てないと思います。まだ分かりません、５年先ですから。ただ、今日出され

た記事によると、各自治体に任せるのではないかということでしたから、と

いうことです。 

俉楼教育長   ：何かありますか。 

加屋本委員   ：老婆心ながら。 

学校教育課長  ：あれであれば、後で削っていただいても。おっしゃるとおり、丸投げなので

すよね。私個人的な、ちょっと個人的な意見なのですけれども、今、基本的

な学校のほうには教科書が無償化されていて、デジタル教科書については、

英語は無償で頂いています。あと、応募制によって、いわゆる算数、数学は

出しているのですけれども、この程度を国としてはしたいのではないかなと。

自治体が選べば、それは無償化されますけれども。それ以外は有償となりま

すので、多分そういうのがあるのではないかなと思ってはいるところです。 

         ただ、やはり、これは結構乱暴な政策なので、各自治体からいろいろな話も

出てくるのかなと思っていますし、私個人としては、ちょっとデジタル一辺

倒、やはり紙が、まだ本がなくならないのが大きな理由なので、やはり基本

は紙で進みながら、物によってはデジタルの教材や、いろいろなそういった

ものを補助で使えるのではなかろうかと思いますけれども、ちょっとこの辺

だと思いますけれども、いずれにしても、ほかの市・町の状況を見ながら、

私個人の意見で進むものでもないので、教育委員の皆さんの意見も伺いなが

ら、その辺は考えていきたいなと思っておりますし、あと、国のほうがどう

いうふうに出してくるかも、またありますので。 

信夫委員    ：無責任ですよね、部活動と同じですものね。 

学校教育課長  ：あと、現場の先生も、これはもう当然ですけれども、そういった声を拾いな

がら進めていこうかと思います。 

俉楼教育長   ：そういう、国でも決め切れていないものを七飯町としては、令和８年度から

スタートする計画なので、令和７年度中には方針をつくるという形になろう

と思います。決まっていないものをどれだけ書きっぷりを入れ込むか、そこ

は、誤った見解になれば、そこは方針の見直しというのも５か年の内に必要

になるのかなと。トーンを落として書いていくということもありますので、

そこら辺も含めて、教育委員の皆さんにご助言を受けながら、計画を策定し

て参るというような運びになりますので、その際は、またご協力をいただき

たいということで思っております。 

加屋本委員   ：あと一点、いいですか。私は、あまり言葉だけにこだわることは、要は、こ

れをどのようにやるかというのが大事だと思うのだけれども。９ページ、

ちょっと見てください。最初の二つにこの言葉が使われているのですよね、

そこは、直すのか、直さないのか。今年度はこれでいって、次年度に直すの

かということで考えていただいて、よろしいかと思います。同じ９ページの

生涯学習の推進、第４、大きな５まであるのですけれども、「学校教育」と

「生涯学習」があって、その「学校」は学校教育だと思う、「生涯学習」は生

涯教育であって、学習なのですよね。その次の１０ページの一番目の（１）

の項目で、また同じ項目なのです。「生涯学習の推進」、推進ね。 

私が、この会議で言ったのは、なぜ言ったのかというと、教育振興基本計画

の５か年の中にも「生涯学習」ではなくて、「生涯教育」と使っているので

すよね。そして、町長の今年度の施政方針も「生涯教育」と使っているので

すよね。だから、それを直さなくてもいいのかということなのです。今年度

の施政方針の中にも「教育行政方針において、学校教育、生涯教育、スポー



ツ振興」と、こうして「生涯教育」を使っているし、あと、それこそ、基本計

画の５か年計画の、目次だけ持ってきたけれども、これもやはり学校教育の

充実、そして、生涯教育の推進となっているものだから、やはり、これもつ

つかれたら、生涯教育を軽く見ているのかというような、そうならないのか

なということなのです。 

以上です。 

俉楼教育長   ：そこら辺の議論の経過は何か。 

加屋本委員   ：それほど大きい問題ではないから。 

教育総務課長  ：多分、そこのところは令和６年度と変わって、給食は増えた言葉として、学

校教育、生涯教育、スポーツ、学校給食という形で、たしか１個、給食のと

ころが施政方針では増えると。 

信夫委員    ：大きな項目の中で生涯学習ではなくて、生涯教育になっているのですね。 

加屋本委員   ：だから、言ったのは、「学校教育」と「生涯教育」というのは、この教育委員

会の担当するうちの大きな二本柱というか、そういうことだと、やはり、「学

校教育」とか「生涯教育」だろうなと。そして、今、町長の方針の中にも「生

涯教育」という形で使っている。教育振興計画、５か年計画の中の、ここの

項目の中の「学校教育」と「生涯教育」というふうに頭に載せているものだ

から。そこは、統一したほうがいいのかなと。 

信夫委員    ：「学習」だと活動、「教育」だと理念だとかね。 

加屋本委員   ：だから全部ひっくるめてね。 

信夫委員    ：そう、ひっくるめて。 

教育総務課長  ：２ページのところの基本方針のところに、真ん中の下のほう、「社会教育に

あっては」と、もう一つ高いほうには「社会教育」という言葉が出て、その

中に「生涯教育」、それから「生涯スポーツ」とか、そういう形で、例えば、

大きくその「教育」という言葉で行くとすれば、社会教育というのがその上

のあるのかなという。 

加屋本委員   ：私も、それはそう思う。昔から社会教育で、生涯教育というのは、生涯学習

推進が出てきた頃から使う言葉だから、多分、社会教育のほうが、私個人も

フィットしました。 

信夫委員    ：生涯教育と使わないのですか。 

俉楼教育長   ：加屋本委員から言われているのは、議論したのでしたか。 

生涯教育課長  ：私はしてなかったです。 

俉楼教育長   ：質問をもらってなかったかもしれません。今回初めてだから、きっとみんな

戸惑っているのですよ。 

生涯教育課長  ：多分、推進と充実の表記についてはお聞きしましたけれども。 

信夫委員    ：そうですね。そこは論点にしていなかった。 

加屋本委員   ：だから、「教育」と使って、そして、「推進」ではなく「充実」とやはりやる

べきでないかと。それは、その二つを出したのですよ。私も、課長の言うと

おり学校教育と社会教育と、たしか昔から使われていて、その後「生涯教育」

が出てきたものだから。 

俉楼教育長   ：いろいろ教育行政方針については、今までこの生涯学習ということで表記を

させていただいた経過もあって、加屋本委員には大変申し訳ないのですけれ

ども、今、議論をこれからスタートするとなると時間がかかる。 

         今後、教育振興計画のそこの作成がありますので、その中で大きく七飯町と

してというふうに表記・表現をしていきたい、検討させていただきたいと思っ

ています。ご提案を受けたということで、よろしいでしょうか。 

加屋本委員   ：はい。 



俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

         そのほかに何かありますか。 

学校教育課長  ：ちょっとすみません、財津委員のほうから、こども１１０番の家、どうして

今回は消えているのでしょうかという話のお話をまだしていないので、今こ

こで。 

         こちらのほう、まず、こども１１０番の家、前提として、皆さんご存じでしょ

うか。ご協力いただいているお店、事業所ですとか、町内会ですとか、そう

いったところにオレンジ色ののぼりを出しておりまして、こどもたちが犯罪

等の被害、危機に遭いそうになったときに、危機感を覚えたときに、そこに

駆け込んだり、援助を求めたりということでやっておりまして、結論から言

いますと、それを、今やめるから消したとかということではないです。これ

は引き続き、今現在も継続して実施していただきますし、時々もうのぼりが

劣化したので交換してくださいということで、そういったことがあって、そ

れに応じております。 

         ただ、これは何回か募集とかかけたりもしているのですけれども、継続して

いただけるところもあるのですけれども、なかなか広がらないところもあり

まして。それで、今、在り方をいろいろ考えてというのもあります。ご存じ

でしょうか、２年ほど前にＪアラートがありまして、あれが、ちょうど登校

時だったのです。そういったときに、学校のほうでは、そういったときにど

のような行動をとればいいかということも話をしているのですけれども、犯

罪だけではなくて、そういったときにも駆け込んでもらえたらなというとこ

ろもあります。 

ただ、それ以上に、地域の方から積極的にこっちに逃げなさいとか、そういっ

たことが本来の学校と地域のこどもの在り方だなというのもございます。 

そういったこともあるのですが、現状として、多分皆さんもああと思うと思

うのですが、知らない方から声をかけられたときに、言うことを聞かないと

いう教育も学校ではしているところなのです。例えば、大沼地区とかであれ

ば、結構顔見知りであって、関係なく、こっちに来なさいとか、逃げなさい

とかもできるのですけれども、例えば、この市街地、こちらのほうとかだと、

逆に、例えばお店、コンビニですとか、お店に逃げなさいとか、そういった

ことを言っている学校もたしかあるはずなのです、まず危険を感じたらとい

うところで。 

そういったところで、こちらのほうでこうしなさいというところと、その地

域の方の声かけとか、そういったもの、それが理想なのですけれども、そう

いったことをうまくできないだろうかということで、校長会を通じて、コミュ

ニティ・スクールとか、そういったところで、どういった形がよいのか、す

ぐには、今日明日に、では今日からはこれということにはならないのでしょ

うけれども、そういった形で、在り方どうでしょうかということで、いろい

ろ議論をいただいているところなのですけれども。これも、なかなか簡単に

答えが出なくて、民生委員とかにもご相談を受けまして、今のお話、「ああ

そうだよね」という、「なかなかちょっとね」「分かりました」ということ

で。そういった部分、不審者対策も行いながら、現状の１１０番の家という

のもありまして、ただ、今はちょっと、それを積極的にここに方針として上

げて、それで行くぞというのも、なかなか今、難しいというか、今、過渡期

というか、そういったことでいろいろな話をしているということで、まず、

教育委員会の計画である方針からは、ちょっとこれをまず削らせていただい

て、水面下でいろいろと在り方を考えているというところで削ったというこ



とで、ご理解願います。 

信夫委員    ：あることは、あるのですよね。 

学校教育課長  ：あります、はい。 

信夫委員    ：そうですよね。なくなったというわけではない。 

学校教育課長  ：なくなったとかではないです。ただやはり、誰でもいいとはならないので。 

信夫委員    ：はい。 

学校教育課長  ：変な話、家でのぼりを揚げたいとなったときに、それをぽんと渡して、ちょっ

と変な話ですけれども、悪い気持ちを持って女の子とか、男の子もそうです

けれども、ちょっと来なさいとか言われても困ってしまうので、渡せるのは、

例えば町内会の役員の方ですとか、防犯部の方ですとか、そういったところ

に限られて、誰でもいいというわけにはならないので、そういったこともあ

りますけれども、一応、制度としては継続していますし、今でものぼりをく

ださいということであれば、身元がしっかりしたところには出せますので、

そういったことで表記は削りますけれども、そういったことでいろいろと活

用方針というか、投げかけながら、悩みながらというところでご理解いただ

ければと思います。そのような感じで、納得いただけないでしょうか。 

財津委員    ：これに載っていない分には、全然、今のでオーケーですけれども。その声が

けということ、知らないおじさんについて行くのではないよというような状

況、そういう流れの中でなら、むしろ、この１１０番の許可をもらった人と

いうのは、信用できるものとして生きてくるのではないかなと思って。 

学校教育課長  ：そうですね、学校のほうでも、当然そういうお話はしています。そういうと

ころに駆け込んでもいいのだよというお話はしています。 

財津委員    ：そこの家は、オーケーだよみたいな、そういう意味でも、より区別はつけら

れそうな気はしますね。 

俉楼教育長   ：よろしいでしょうか。 

財津委員    ：はい、分かりました。 

学校教育課長  ：そういったご意見もいただいて、また考えていきますので。そういったこと

で、まずは進めたいと思います。 

俉楼教育長   ：そのほかご意見ありますでしょうか。 

信夫委員    ：いいですか。９ページの通級指導教室の設置というのは、これは今、進めら

れているのでしょうか。さっきの大中山の小学校のあの事例を見て、まさに

そこも考えていたのでしょうか。実際にこの設置というのは。 

学校教育課長  ：基本的には、設置自体は、年度途中からでなくて、新年度からというか４月

からのスタートになろうかと思います。 

ただ、その教員が人数、対象となるこどもが１３人以上で、１人加配という

形でつきます。その場合、前年度に申請をしていかなければならないので、

来年度４月は、令和７年度なのですけれども、今現在では条件を満たしてお

りません、今、進めております。今、判定、こどもを単純に「では、この子は

通級ね」ということではなくて、検査結果ですとか、そのこどもの状況を知っ

た上で、このこどもは通級が望ましいといった場合に通級に通っていただこ

うと思っていますが、そちらの体制を今、整えております。具体的には、令

和８年度の４月の開設を目指して、今そういった、まず、判定をする先生方

の体制をまず確認して、整えて、教室等を確認して、来年度中に人数を確保

できた学校から申請をしていきたいと。 

信夫委員    ：各学校に開設するということか。 

学校教育課長  ：先ほど１３人というお話でしたけれども、その１３人を確保できる学校がま

ず先になりますので、今、手挙げをしているというか、検討しているのは大



中山小学校、そして、七重小学校ですけれども、七重小学校はちょっと一歩、

まだ、そのこどもの数の把握が正確にはできていないというところです。例

えば、一校で無理であれば、複数の学校を巡回とか、そういったものもあり

ますので、まずは、今、令和８年度の設置に向けて、今、大中山小学校が動

かれているような状況です。 

信夫委員    ：分かりました。 

学校教育課長  ：具体的には書けませんので、こういった形で表現しております。 

信夫委員    ：はい、いいです。 

学校教育課長  ：Ｒ８からですね。 

信夫委員    ：はい。 

俉楼教育長   ：あとはどうでしょうか。よろしいですか。 

      全員：（はい） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。それでは、この後、総合教育会議がありますけれど

も、委員会として、この教育行政方針（案）を承認したということで、よろ

しいでしょうか。 

全員：（はい） 

俉楼教育長   ：ありがとうございます。 

         それでは、以上をもちまして、令和７年第２回定例七飯町教育委員会議を終

了します。 

 

 


